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こ
れ
は
明
治
三
+
年
に
制

定
さ
れ
た
砂
肪
訟
の
第
二
条

の
抜
き
書
き
で
す
.
カ
タ
カ

ナ
で
普
か
れ
文
語
体
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
い
か
め
し
〈
、

古
く
さ
い
法
徳
に
見
え
ま
す
.

今
年
は
こ
の
砂
肪
法
が
制
定

さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年

に
あ
た
る
配
念
す
べ
き
年
と

な
っ
て
い
ま
す
・
山
地
か
ら

流
れ
出
る
土
砂
に
よ

っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
虫
箸
を
防
ぐ

た
め
の
工
事
は
、
古
く
か
ら

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
砂

肪
法
に
よ
っ
て
国
あ
る
い
は

都
道
府
県
の
事
業
と
し
て
実

信
処
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
・法
律
の
整
備
と
と
も
に

都
の
造
醤
や
燃
料
と
し
て
伐

採
さ
れ
た
は
げ
山
へ
の
樹
木

の
敏
殺
疏
れ
出
る
土
石
流

を
く
い
止
め
る
た
め
の
渓
疏

に
お
け
る
砂
防
グ
ム
や
沈
砂

地
工
の
艶
鋼
、
流
腕
伺
工
に
よ

る
阿
川
の
整
備
な
ど
が
針
面

的
に
進
め
ら
れ
、
い
ま
だ
不

十
分
な
が
ら
す
こ
し
づ
っ
に

土
砂
見
書
に
射
し
て
安
全
な

砂
肪
空
間
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
.

出
省
の
原
固
と
な
る
土
砂

は
句
大
沢
馴
れ
の
よ
う
に
す

で
に
廟
峰
観
し
て
い
る
渇
所
で

発
生
す
る
ほ
か
‘
大
雨
の
易

合
に
は
山
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
新
し
い
馴
れ
が
起
こ
る
た

め

酷

虫

を
考
え
る
と
き
に

は
山
全
体
を
対
象
と
し
な
付

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
・
山
地
を

保
全
す
る
た
め
に
は
涜
峻

な
ど
広
が
り
を
治
め
る
行
政

の
考
-
え
方
が
必
要
と
な
り
ま

す
・第
=
条
か
ら
分
か
る
よ
フ

に
砂
師
法
は
面
と
し
て
の
広

が
り
を
対
織
と
し
た
法
律
と

な
っ
て
い
ま
す
.
広
が
り
を

待
つ
砂
肪
工
事
の
代
表
的
な

も
の
が
は
げ
山
を
緑
に
す
る

山
腹
工
事
で
す
が
阪
神

淡
路
大
震
出
で
大
き
な
被
害

を
畳
け
た
神
戸
市
の
背
後
に

そ
び
え
る
六
甲
山
泊
で
は
、

今
か
ら
約
九
十
年
前
に
花
閥

岩
の
山
に
ア
カ
マ
ツ
な
ど
を

植
え
る
工
事
が
始
ま
り
現

在
で
は
立
派
な
ア
カ
マ
ツ
の

林
と
な
り
ま
し
た
・
地
震
に

も
紛
え
一
大
き
な
山
崩
れ
は

少
な
か

っ
た
よ
う
で
す
.
ア

カ
マ
ツ
休
は
今
後
ナ
一フ
や
カ

シ
の
林
ヘ
変
化
し
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
.

富
士
山
で
は
大
沢
崩
れ

の
ふ
も
と
の
大
沢
扇
状
地
に

的
=
百
玄
十
h
a
に
も
及
ぶ

土
石
流
の
堆
珊
場
所
を
用
意

し
、
廟
状
地
の
内
外
に
も

と
も
と
生
育
し
て
い
た
ア
カ

マ
ツ
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
を
利

用
し
樹
木
の
カ
を
借
り
て
土

石
流
を
く
い
止
め
る
砂
防
樹

林
帯
の
聾
備
を
し
て
い
ま
す
.

ま
た
、
富
士
山
王
合
闘
の
大

沢
崩
れ
崩
壊
地
で
は
山
を

安
定
さ
せ
る
た
め
に
フ
・ノ
ア

ザ
ミ
に
代
表
さ
れ
る
富
士
山

の
鉱
物
を
用
い
た
植
生
の
檀

元
の
試
み
な
ど
を
進
め
て
い

ま
す
.
'』の
よ
う
に
砂
防
は

お
そ
ら
く
般
も
大
盟
筏
で
織

も
長
い
時
聞
を
か
け
た
蘇
休

型
ピ
オ
卜
l
プ

(生
物
群
の

生
息
空
間
}
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ

っ
.
早
く
線
を
回
復
さ
せ

土
砂
の
流
れ
を
止
め
る
効
果

金
高
め
る
た
め
ア
カ
マ
ツ
や

ヤ
シ
ヤ
プ
シ
な
ど
輔
副
制
と
呼

ば
れ
る
樹
木
を
償
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
は

そ
の
土
地
に
生
育
し
や
す
い

縞
物
に
賓
わ
っ
て
行
く
捻
ず

で
す
.
法
ぬ
俸
が
で
き
て
百
年
が
経

ち
ま
し
た
が
、
格
生
が
自
然

環
境
に
合
わ
せ
て
霊
化
す
る

よ
う
に
私
た
ち
の
仕
事
も

地
減
の
皆
傑
の
吟
え
方
や
富

士
山
そ
の
も
の
の
霊
化
を
的

織
に
つ
か
み
、
よ
り
安
全
な

街
づ
く
り
の
た
め
に
十
分

な
世
劉
を
果
た
せ
る
よ
う
努

力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
.

中部のキャッチフレーズ
21也紀 22也記巳同1--;K.申郡白グランドデザインを焔くだのに昨年度発足レK."ct郡田あす研究惣観念J において
キャνチフレーZを 8白色男レ巳鰭史 糟柴田中部を創遣するこふさ円しい下胞のキゃッチフレーズが決まりましTe.

8"'0;陣。こ也・し "" 岡山~'"帯を泡え"'"却が臼..を~， 1!!P9を
リードしていく竃気込み ~，，~表現し疋鳩極的で刀麹 d 司 0・屈で菅.日本の屋台骨せおいます

~ほっぷすてつぶ中部~
olI!f，G'):f..J'~' ，ヌミ"' えれるよ'こ表現Uており守色申問脚脚鴻代創刊ヨ嘩みと
n初，.明1 ，・2ヲヨトhI r 0 輸駒内，.判>C_CO IP，.Ch .en. n'lT'o 
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. 96 3月30日の雨量グラフ

Xこ
3月初日富士山会峨で雪崩発生

1996年3月四日四時から21時頃古士山で宮刷が需生し.官士砂防工事事務所では需生直後に調査を
行った.
蝿生当日の気象状況は、低気圧が日本梅を舟遣しながら北京過し.間生当IJのJ釈明から雨が降り出
している.当事暗所の上弁出観開所の犯融では午前3時から繭が降り抽め、時IRI晶).;雨量は2.園連
続雨量は102ーであった.
揖生地点は園高2.5田mから2.8曲mであり.曹胤控生の範聞は官士山金属に且んでいる.おもだっ
た被曾としては、富士スパルライン4合円から5合闘の181で雪崩による t砂雄植で遣時が3ヵ所寸断
されたが31日には片側ではあるが通行できるようになり、また人的な被省はなかった.
4 当事暗所の緒工した砂防縮般においても相当置の土砂を捕担しており.一倒を犠げると風祭川町栂
前日)()m付近にある風祭肱砂地において約14.α)()rrfという土砂を捕促している.この般はダンプトラッ
クでおよそ2300台升になる.大沢川扇松地や且取枕砂地等でも』一砂を摘鈍しておりーこれらの施離が
抽操を亮揮し敏沓を般小限に食い止めたといえる.
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膏・・・tllv l富士m;jJ，，~"" )fIIU.  
平成7年度に:J!施された中部のあす研究型車会.

(社)中部組設協会主催 悠設官中部地};建設局

帯桂檀による「あなたが摘〈あすの中部」 作文の

捕に官士市立須山中学校 i年(当時)斉雌志輔さ

んの「弘の描くあすの中邸」が一般的応募も合め 4 

156点の中より小学生ではただ 1人世帯世に輝かれ

ました.以 ド作品を紹介します.

私の描くあすの中部

回l併陶県富念市 斉藤志織さん

~OOyO 。 。0000000')0。
払が考える中111除、雄もが安心して生き生きと嘗らせるF析
です.

安心の第 l手、安全に生活できること。地霞や台風、津波

や洪水、文書にも大爾にもびくともし忽い所であるというこ

とです.川岸や海庫には堤防、土砂溝出にも負l才忽い砂防ダ

ム、安全対策のほどこされた建物.街並もきちんと量備され、

自然の変化をキャッチし、逆にそのlI!!・や風や水のエネルギー

をコンピユ タで自・!III節し、自常生活に利周するシステム
ができているのです。取は、全衛地下を走るので、お年寄り

も子供も、事銭の心配がありまtさん。

安心の第二は、やさしい街づ〈りができていること。お年

寄りや陣著者や健婦さんのために、ゆっくり働〈舗Eい歩道

が盤偏されており、段差の，.い入口をもった廼靭のゆで、ゆっ

たりとお買物ができるのです。若者や.きざかりの人還にほ、

健康づく りウパーキングロ ドがあるので、そこで体}Jゴく

りができます.このよう忽湿の所々には、遁の駅があり、フ

リーマーケットが聞かれハいろいろ忽由から来た人々の大道

釜も援しめます。公圏もいたる所にた〈さんあり、世代を越

えた支流ができるように忽っています。

安心の第三は、緊急時の対応がすばやく忽されるネ ~ トワ

クができているということです.高防化社会を迎え、問親が

仕@で岡居できないことも多くfぶっていますが、大丈夫、突

然の街気にも、ボタン一つで、まず近所の方がかけつけて対

応できるように怒っています。その上、問視隊、緊急還絡が

入ったら、リニアモーターカーの特別便で、すぐかけつけら

れるように忽っているのでヲ。他地峨との透視もすぐになさ

れるので、医療活園町にも役立ち、治績もすばやくなされます。

安心の第四1;1，自然環演を生かレた心のクアがゆきとどい

τいることです.山のある所は、その山田緑やそこにfH3動
物と尖存しつつ.心をリフレッシユできる§然公園b'あり、

淘に衝した所1;1，ド-b.の海洋自黙公園があって、海辺はも

ちろん、濁の申の散歩も、楽しめるようになっていま言九州

では、いかだ下り略が奈しめ、川'-uの小遂のゼせらぎで、
鈎い子供がお年寄りのお畠を聞きt.がら、水と唱しめるよう
に怒っているのです.

あすの中部は、笑頗の広がる所です。

豊且且主E 自国国国
富士山の砂防車実凪昭刷2隼'"'富士山大沢刷れ勿抽会」
により'下溝の.，'"的見地から対績工.を実..，の鎗..が也さ
れたのを契織とじて歪43年調査に入り、昭詔..年大沢川属製也
の安定化と、測持}If-芝川・下流憎の止を'災嘗防止に・点をa
いて事E帽砂防ヱ.として'手した.
一方、大沢刷れ濁蹟旬峨谷，.'"刷噂修大を防止U‘土砂ll!
曹の担元を・8つための広締エ・・手に肉げての各祖闘竃エ・を
昭和57年11より"錯している.さらに昭和問年より富士宮市、
.士市の富士山期茜山畠野;漫勾"として砂防...に.手しエ皐
を実範しているところである.

-主な工事内容
1 太田H惨哨対策.業{嵐踊盤、扇状地}の継温を図る.
1)大沢川耳慣偲(験谷郵}対僚について降、弓，~餓き各種
調奮を実施するとともに関係機欄との..を図り鏑櫨を
行う
2) :<沢/II.~鎗河賓として、 Ãii!JI l ì:t:・IU ， 防石ヱ、樹
.....備工，.ど@促温を図る.

2. ~i!!ì野漫対粛を眼鏡実施し、麹舗の促進を悶る.
1 )猫@湿沈砂泊エ 弓沢'"砂地工の工穆を継続健滋し、足
取'"砂金色工を完成さtさる.
2)足取海路工、滝沢"2タム ゆ沢思2ダII、須i*JI¥ダ
II及び弓iRダムエ8専の工.を継続促湿し、大久傍沢康箇
エ脇工・に習指!I・手.

3 費初道慣手段・...として、弓沢ダム工S揮で衛箆舗による区
..鑑行を鰻鍍""ずる.

r 一一一一ーー 一ーーー一一 一千一ーチー ー宇一一一ーーーーヂチ一一一ーーー一一 子一ーー一

委事 使はが き

一一一料傘受取人弘 四回園口口
門
山中 静岡県富士宮市

三園平1100
益出有幼闘I旬
平成8年10"
310まで

切手をばらずに
お凶L下さい 建設省 中部地方建設局

富士砂防工事事務所

建設専門官 行
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16いっぱい潤井川
フーチャー
自圃ど園児による曹の花纏載

クンナイフウ口口ワロνつ制
覇士山御<t週付近でl豆、7月

上旬から8月。包頃に咲く

読
者
の
皆
様
'¥ 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
御
協
カ
を

お
願
い
し
ま
す
。

悶副闘，.. ，ヨヒ砂防ヱ・・JIi/lJil1la.にご理解 ご協カをsIき心
. .，信樹eしょげます.
単・"..でl;l..やイベント..の肉曹をお翻らぜc'砂防』

a長身 近『ζ信じて珊〈た~広鰻鑓として'冨ゴヒ@備だより』を鐙

刊して奮いり司院し危.
今後 ・ιみやす〈商a貿信也...犠霊備に鋤たっては私
，とらm佐・を一-"111Mして7冒〈と仰に岳地..の..や幅広い方々
のご怠見を担.するζ.がo.c.r.;ってきています
このためには'富士砂防官.り a もその役割を益4芳夫き〈し
ていIJ".けれlt'，;ら省い企宅えて1，>，)...，.圃・..方にアJ ケ
ト網ヨt:1A1I..見 ..雷u.いL 肉曹の究実 より亀継
の嬰...愈'Jλれた級置づ<'J ~園ラていき~いと思います.

みんなで防ごう土砂災曹

主島民・悶J.t周回
e/1..30 

がけ刷れ防史週間6ノ1・.7 

豪雨

A 

忽ろしい土砂災曹を防止するために現在さまざま怠対策が行われ
ていますがそれだけでは+分に災害を防ぐことはできまぜん.後
書を・小慢に仰えるためには、一人ひとりが気象情緩等に注窓して
早めに逮雌するζとが大切です.

摘に連軍していますか?

企砂災警の多'"爾が原因て起ニります

長爾や大簡で危険だと患ったら厚めに

逮様し奮しょう.1碕聞に20ミリ以上
または降り鎗めて..ら1∞ミリ以上の傷

爾畳に伝ったら+分留盆竃が必要です.

遍げ方を知っていますかっ

土石涜Iま還度が思いため、涜れを背にし

て遥げたので砿遍いつかれてしまいます

土@の薫れる方向に対して直角に造げる

ようにしましょう

B 

C 

~~~ 
5月17臼。五月勝れのもと欄井川両畔『フーチャン公園』

(富上富市上井出地先}に近障の上井凶保育関児的却人が

多加。ケイト夕、金魚草.ミモラス ペチュェアの1Eの笛

政XJ本を植え込みました.

園児は企圏内に4つの花檀に分かれ小さな手を泥だら

げにしながら l本 l本ていねいに徹えていました.

花植えをとおして‘上と 自然に規しみ花が育ち、咲

〈喜びを感じ、砂師範般の役割や"績の大切さを学んでい

ただき 又 継える縦しさを味わった 1目だったと思い去

す.

同告側は平成7停に完成した旅路工の環境設備事業の一

つで湖辺にはrスポーツ企圃J '酷史広場J'おさんぽ小道J

があり.散歩や通畑、通学路ともなっています.

花は今からが見頃ですので‘散歩や置動の途中に是非お

寄り下さい.

量離場所は決まっていますか9

・殿泊、ら家2健全員で道鐙場所や皇姐する

"・を決めて"含ましょう.~警が飽き

る時ー窓際金慣がいっしょにいるとは廻

り掌せん.そん砂崎もあらかじめ遜鐙楊

慨を決めて必けrt安心です.

い
ざ
と
い
う
時
の
心
構
え

あまり役に立EIJ;Iい3 。
E 

(1) .. 富士・B疋より"J:ついて

・主・・8疋より. 今まで，，，:買にQ，疋・がありIJT&?

1 初めてみ疋 2 奥疋ことがある

.j;."，~よりEついてとうeona.11?

ー フ"生刈.，があ.， 2 刷出0'ある 3 あまり蜘bがない
4 宝〈闘。がない

復に立ちeレ~"

1 留に立つ疋 2 少し徐に立つ疋

伺りたい槽・"・3ていaYIJ'?
1 いる 2 いない

どのよう1l..f1惨.で，か?ご"入下さい

-・tヨ〈りにIJJ"111>イデ?をお聞か.下""F 

国その姐.1:1.づ曹の腐がありまし1!6C2入下さい

住所
〒

氏名 |輔| |酬|• • [牢校名
-圃包n>旬1>'....，，-....'，.， ，. 

4長差しっかえなηr回制民入下さもし

書したぎ， 
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富士は閥次3健闘れ且今から約千毎回から棚n"・8e去っ'"といわ
れていま事.今回冨土砂防で協旬Eかな御甲道を惨さ."-沢周
110)現田伏況を直到良県て自mのやさしさと厳じさ そしてb笥・2健
に浬肢を深のてい1芝F..ηるよう奥手盆を企画面い疋レまし疋.

>1" ..." 
富士宮湿潤>:"-錫@週 一夫民崩n

平成8'李7月238(火〉
'1'成8年8月26白 〈月〕
平成8卑9月11日 ("')

平成8写10月15自 〈火〉

鱈.奮及U定員 原則として機内層住笥定員自主18お名

1収闘用 {交漏..侵趨奪還I!I'

往復ハガキにF穴沢踊れと個司開通，理学会」

と司闘毘のうえ住所氏名年前鐙副

亀&1.弓穂留目をIoλして、富玄砂.. 
工..措所まで返って下さし、.

(:1，，*国 炉問問自2醐飼です.

J砂災害防止月間行事予定 司 自
• rミス富士山」による 18.務所II・

思成8'手6月198【水〉
ヤコ者ハン富士宮フラヲ罰

事玄妙哨工..揚所畑

圃・I"ミス富士山J による叶目軒朋且
"'折短縮開発'"""奴忠実視京」街頭キャンペーン等
を実飽

・パネル属
工砂!ll書簡広月閣'"

E主富市役所ロピ
断書主駅樋内

富玄山5，るさと展示竃 〈富士宮〉
Z主山 砂備管のパネル贋示

ピデ方」に眠抱

ウルマユリ (ユリ剛

富士山御中道

付近では、

7月上旬から
8月中旬頃
咲<.

E22224 
-~ωtこ曾ん居ζe _士山と伺巳箪讐ること -~山と岨，.
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ICI固..  ・E・-川崎伺四帽 鈎・・・P宅以￡・・皇室~で と辱~で包岡島・・で~~， 
12，t"ft，町 一日間関即刻"町'....'../idl;::的自.・

相明日間巳叩 ゆりe叫 がタνヨンな
と帽の仰局を きすおそnのある圃吋1 ，，" '::Il~・〈尽
芭いe 用~，怠四コ切経嶋崎」て1宵8い

・・.置E・ 仰昼~~園巳調節句酬を随憎し
崎刈.，札~. ，.格安の箇 苧但" T'厚 ~g
・・E閉館レで<，きe，砂町
感人の舗 住断 ~ g 庫..曹吾朗“」て〈尽さ
も、

日廟がない唱 101; ""'"，.・臨時間Uレて
巳 ~èい

c 圏 . ..巳官 <:" rv~仰..eλ割問局とレてR・5し~
τz 
_.・・・!Il -"<01"・~ζ鍋... ，，，..麟踊魁-，
，51圃圃 写鴫e_e周司 目‘;1::' ，g月 11，11:'1(ユ"'
ε・8凋臼 司 朗，

・圃圃司・圃・ 司""" ... 時側冒コ金書m"同町'00・相
.主_""r.:I.~..1!I ・"IlU!I崎四
・2山への同組コシタール・m

・E・・・E・置=位置明
.~.閉'!llIIIa蝿倉
・J...:r曹.""I'!uaM
山四ヨt開 z・・..M

包殿'"多げないスR・双泌をクイズを解ぎながら歩くつ沼 クス

倉を下犯のとおり企・しましだ.自mの峰>:さ、組しさ‘そして
それに立ち向かう砂簡の住移を"ながら自然への理解を療のる

18をゐ漁υみl'さい. 

.. ・圃 ，(~ ，.{;J(.，.~-， 
富士宮浸潤>:>1-富士山ス五a紋旭

'1'成8年8月3日 〈主〉

小学笠~・Rt!AI50名
醐円 〈交通貨俣陵剥軒

往復ハガキC大沢回状勉クイズつ方ーク

と匂おのうえ住所氏包毎回怪風

・&1醤習を10入レて冨主色.05工.""

'"まで送って下さい.

li' .... 回 輔 8前月15図 〈自治印刷〉


